
■令和7年度 わくわく事業一覧表

応募団体名 事業名 年数 事業目的・内容

1 しんもり花の郷 扶桑館の前山整備事業 5
集会所「扶桑館」の前山を整備し、憩いの場として新たな地域シンボルとす
ることで、地域住民の連帯意識や地域の発展に貢献する。
・展望デッキや東屋の完成、花木の植樹、散策路の整備

2 萩野NPO結の家 萩野・持続可能な地域づくり事業 7

空き家の解消や森林・田畑の保全など地域課題を学び、交流事業を進めるこ
とで、住民による自主的プロジェクトを育て、持続可能な地域づくりを推進
する。
・トンカン木工塾開催、田んぼプロジェクト、手づくり会プロジェクト

3 麺の会
「竹灯り」による足助の活性化と担い手育
成

2
竹灯りの製作やイベントを通して交流を図り、これからを担う人材の育成を
目的とする。
・竹灯りの製作、イベント運営

4 農村舞台寶榮座協議会
農村舞台寶榮座を生かした文化による地域
づくり事業

9
小集落怒田沢町を「文化芸術村」として再生し、農村舞台「寶榮座」を地域
の文化資源として活用し、新たな農山村文化の創造的交流を推進する。
・寶榮座での歌舞伎、寄席の開催、花道屋根設置工事

5 三州足助太鼓
和太鼓で地域づくりと子どもの育成を図る
事業

2
和太鼓の演奏を通して会員相互・地域住民の親睦を図るとともに様々な体験
から小中学生の人材育成、後継者育成を目的とする。
・各種イベントへの参加

6 足助守宮会 手筒花火団体の製作と放揚 2
新たな足助の行事と地域の魅力創出を行い、若い世代などの地域活動への参
加意欲を促進させることを目的とする。
・足助夏祭りでの手筒花火の放揚

7 北小田体験塾 北小田町竹林整備プロジェクト 3
竹林整備を進めることで、地域の竹害を減らし、地域住民だけでなく関係人
口の増加による地域の賑わいに貢献する。
・竹林整備技術の習得、ワークショップ開催

8 そらのうたMIUCHI
校舎を拠点として地域に交流を生み、人々
が楽しんで生きるきっかけとなる事業

2
旧御内小学校の校舎を活用し、今の村人が楽しく暮らすきっかけづくりと施
設を利用する人々との交流を通し未来の村づくりを始める。
・音楽室の改装、音楽イベントの開催

9 参州足助寿ゞ屋界隈芸術祭実行委員会 参州足助寿ゞ屋界隈芸術祭 1
足助の町並みで定期的（トリエンナーレ形式）に芸術祭を開催し、町並み施
設の活用とアートイベントによる情報発信、誘客を図る。
・プレイベントの開催、芸術祭開催

10 「新・三州足助」出版実行委員会 「新・三州足助」再版事業 1
「新・三州足助」を復刊再版し、冊子による足助全体の観光情報が提供でき
るようにし、再版とともに情報提供を呼び掛ける。
・「新・三州足助」の復刊及び再版

11 あすけ聞き書き隊
足助の聞き書き第10集 完成報告会及び
朗読音声化事業

14

先人の知恵や苦労、次代に受け継ぐべき心や事柄を朗読により記録に残すこ
とで、郷土への愛着と誇りを育む。
・足助の聞き書き集第10集完成報告会、第10集聞き書き集の朗読音声化作
成、朗読ネット配信

12 新盛里山耕実行委員会 新盛里山交流事業 1
里山の自然を通じて、里山と都市に暮らす住民の交流とそれに伴う関係人口
を維持する。
・菅田和野鳥観察小屋の建て替え

13 山の音を観る会 観音山整備事業 1
荒れてしまって景観を損ねている観音山を整備し、観光客が四季の景観を楽
しむために足を運ぶ観光スポットの一つとして再生させる。
・観音山周辺の清掃、草刈

14 御内森づくり会議
地域資源を活かし、子どもの可能性を広げ
る事業

5

子どもたちが自然の中の体験を通して、多様性に触れ、自己認識や可能性を
広げる機会を提供するとともに、地域の文化を次世代に伝え、山間部への移
住希望者と地元住民が交流する機会を創設する。
・フィールド内の整備・支障木伐採、フィールドを活かしたイベント

15 豊田建築家協会 足助 浦辺鎮太郎 建築祭 1

足助に著名な建築家「浦辺鎮太郎」の建築作品が現存していることを全国に
情報発信し、知名度アップと来訪を促進するとともに、足助住民に周知する
ことでシビックプライドを醸成し、まちなかに点在する浦辺鎮太郎建築を
「まちぐるみ」の拠点とすることで、来訪者と住民の交流を図る。
・シンポジウムの開催

16 足助をどりの会 足助をどり 1

芸子・芸者踊りや鳴り物を足助最後の芸子の方から伝承することで、足助の
町並みの賑わいのあった時代を伝え、これを契機に今の町並みや足助の文化
に興味を持ってもらうことで、関係人口を内外から再創出する。
・足助をどりの練習会、本祭

17 綾渡夜念仏と盆踊り保存会
揃いの浴衣で継承する夜念仏と盆踊り担い
手育成事業

1
「綾渡の夜念仏と盆踊り」の保存及び継承を通じて、地区住民や関係者の地
域への誇りと愛着を育み、関係人口を増やすことで集落を維持する。
・講習会の開催、新規参加者の獲得


